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 昨年、知人の紹介で津山市が主催する「大人の学

校」に参加しました。津山市立鶴山中学校で、５月

から月１回、２時間の講座で６回受講しました。受

講生は５０歳以上の人で、ほとんど女性で、男性は

数人でした。 

 講座の内容は、津山市地域の歴史の紹介が多く、

この中で牛馬との関係が深い中山神社についてお話

します。 

 美作の国一宮は、この中山神社で、古くから美作

一葉に君臨する古社で、社伝によれば慶雲４年（７

０７年）の創建という。現在、中山神社へ通じる古

道はわずかだが残り、門前町の名残をとどめている。

鳥居前の道沿いには樹齢８００年といわれる祝木

（いほぎ）のケヤキが立っている。 

 この社殿は永禄２年（１５５９年）、出雲富田城主

の尼子晴久が美作を平定した時、戦勝記念の意味を

込めて寄進したもの。当時、この辺りは戦国時代、

毛利、尼子、浦上、宇喜多氏らが、しばしば戦火を

交えたところだが、天文年間（1532～1555年）に反

尼子の土一揆が起こり、鎮圧に当たった尼子氏によ

って社殿が焼かれたが、その尼子氏が再建したもの

であり、棟梁は伯耆国の中尾藤左衛門で、完成まで

に１８年かかったという。出雲系の建築手法が十分

織り込まれた珍しい建物。１０メートル四方単層、

入母屋造りと妻入りになっている。この形式は出雲

大社あたりにならって設計されたもので、神社建築

に盛んに新様式を作り出した室町時代の傑作の一つ

であり、これは“中山造り”と呼ばれ、美作にはこ

の建築様式にならった神社が多いといわれる。 

 また、同社には津山鶴山城にあった城門を明治８

年に移したという神門は総ケヤキ造りで他社にはあ

まりみられない。 

 寛政３年（1791年）につくられたという 

高さ３丈(11m)を超える大鳥居も特異なもので、中山

鳥居といわれる。 

 江戸時代に入っても津山城主森氏、松平氏らが保

護し、神領を寄進したので、広大な境内（55,000㎡）

の中で栄えた。 

 中世以降、牛馬農耕の守護神として崇められ、門

前町は盛況をみせ、特に、牛馬市は全国に知れ渡っ

ていた。江戸時代中期以降、牛馬市は盛んで、旧暦

４月～５月に開催され，通常は郡代の管轄であった

が、牛市１カ月の間は町奉行の管轄となり、さかり

場、みやげ物店、みせ物などの出店が並び、にぎや

かな門前町として栄えた。 

 平成22年3月号の「広報つやま」では、アルバム、

あの頃の津山の項に次のように記載しています。『松

平日記による美作一宮の牛市は４月の午の日から５

月４日まで開かれ、牛馬だけでなく衣料を始めとす

る日常百貨の商売人も雲集しました。また、狂言や

猿回しの見世物など娯楽も興行され大勢の人が集ま

りました。旅館や飲食店も活況を呈し、臨時の銀札

場（両替所）も置かれました。 

 江戸時代、牛は農業に欠かせない大事なものであ

り、その肉を食べることは禁止されていました。し

かし、津山藩と滋賀県の彦根藩は「お目こぼし」が

認められ「養生食い」の本場だったようです。養生

食いとは字の如く健康の為に食べる。薬として食べ

るという意味で，明治１２年に当時の陸軍がまとめ

た全国主要物産には東南条郡川崎村（現在の津山市

川崎）の牛肉と掲載されており、津山市の牛肉は全

国的に有名であったようです。こうした牛肉を食べ

る食文化が脈々と育まれてきたからこそ、ホルモン

うどんも津山の定番メニューとしてブームにつなが

ったのでしょうか。 

 昭和になると、発動機が農耕具として牛に代わり、

次第に農家から牛の姿が消えていきました。それで

も昭和29年の牛市の入場頭数は3,500頭もあったよ

うです。この年、一宮村は津山市に編入され、村営

だった牛市も農協に移管された。』と記載されていま

した。 

 以上、大人の学校で学んだ一編です。 


